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人類のためのデザイン研究室 www.design4humanity.org

●研究テーマ
1. 災害即応型研究（原発事故、COVID-19）
2. 医療機器開発と国際展開〜途上国への普及（斜視弱視、診療⽤放射線、超⾳波関係）
3. 曝露が⾼くアウェアネスが低い環境リスクの可視化と防護（三密、途上国のPM2.5、TeNORM）
4. アート・デザインの技術支援
●所属︓国⽴⼤学法人 電気通信⼤学 特任准教授、外部取締役・技術コンサル等を兼務
●学会︓所属せず
●前職︓セコム㈱IS研究所（東京都三鷹市、勤続12年）
●学位︓博⼠（⼯学、電気通信⼤学）、修⼠（芸術、多摩美術⼤学）

●受賞歴︓
• 技術経営・イノベーション⼤賞(2021)
• ⽇本国際賞「ジャパン・プライズ」平成記念研究助成授与(2020)
• 発明協会 文部科学⼤臣賞受賞(2019)
• 経産省 第7回⽇本ものづくり⼤賞 経済産業⼤臣賞受賞(2018) 
• 独RedDotデザイン賞(2013)、グッドデザイン賞(2012)、国際デザインコンペティション(2010)

●メディア出演
• 米国公共放送PBSドキュメンタリー 「THIS IS AMERICA by Dennis Wholey」
• NHKワールドGreat Gear
• 韓国KBSドキュメンタリーPanorama
• フランスLeMonde紙、国内主要紙（朝⽇新聞、⽇経新聞ほか）
• NHKドキュメンタリー Eテレ ETV特集 （2020、密着取材）
• NHK報道番組（きょう⼀⽇、⽇曜討論、⾸都圏ネットワーク）
• ⺠放系情報番組（特ダネ、スッキリ、イット）、ニュースZERO 他多数
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憧れの恩師
注目・興味・関心をもたらす情報可視化のスーパーデザイナー

多摩美術大学 太田 幸夫先生
非常口ピクトグラムのISO化

災害時の早期避難を促す
情報流通モデル提案
年間1,200回発出、1300
万世帯、3200万人に裨益
（売り上げは︖︖︖）

ホテルニュージャパン火災
がきっかけ、ソ連案と対決、
果てしない社会実装数︕
（売り上げは︖︖︖）

電通大 田中 健次先生
避難準備情報のモデル化

写真︓多摩美術⼤学 写真︓電気通信⼤学

北⾥ 柴三郎先⽣
（叡智と実践）

写真︓北⾥⼤学

ソ連案⽇本案
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災害即応研究
原発事故 対応

COVID-19 対応
途上国学習支援

医療機器の普及
⼩児の弱視治療

ポケモンとコラボ

環境リスク対話
TeNORM, PM2.5, 福島

注目・興味・関心をもたらす情報可視化のデザイン



線量は場所によって⼤きく違う。
リスク回避⾏動を促すために逸早く必要なことは︖
1.複数地点での
2.線量分布の
3.専門家を交えた

福島原発事故を振り返る

http://rceezwhatsup.blogspot.jp/2011/03/radiation-falls-on-us-west-coast.html The Mainichi Shimbun, 2012.2.25
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測 定「 」
「 」
「 」

可視化
議 論

• ⽥中健次、伊藤誠︓「災害時に的確な危険回避⾏動を導くための情報コミュニケーション」、⽇本災害情報学会誌、No.1, pp.61-69 (2003).
• The Society for Risk Analysis Japan: Emerging Issues Learned from the 3.11 Disaster as Multiple Events of Earthquake, Tsunami and 

Fukushima Nuclear Accident , pp.42-43 (March 11, 2013).

• Toshiyuki Masamura: Trust in Science and Mass-media, Special Issue (1) on 3.11 Fukushima Daiichi Nuclear Disaster; TV, Journalism and 

Social Media, Trends in the Sciences (Science Council of Japan、日本学術会議), pp.42-45, 2013.1 (in Japanese)

→品切れで⼊⼿不可能
→2か月間非公開 (SPEEDI)

→御⽤学者への不信



線量をみんなで共有する世界初の放射線センサ「ポケガ」

22

• 開発期間: 3ヶ月
• 販売価格: 1,850円〜6,450円
• 出荷台数: 10万台以上
• 共有データ: 100万地点以上

最初はFRISKキット



ソーシャルメディアの活⽤
• ⽣活圏の線量測定、専門家を交えたリスク議論
• モニタリングポストとの比較



クラファンの活⽤
①パブリシティ（≒無料で広告）
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Certificate Issued by the Dutch 
Metrology Institute (VSL)

High-Linerity

Saturates over
10mSv/h

• T. Kuipers, C. V. Wout, and F. Bader, “iPhone 

als stralingsdetector,”, Nederlands Tijdschrift 

Voor Stralingsbescherming (Dutch J. Radiat. 

Protection, vol. 2, no. 2, pp. 32–34, 2011.

クラファンの活⽤
②オープンイノベーション（≒業務連携・研究連携）
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災害即応研究
原発事故 対応

COVID-19 対応
途上国学習支援

医療機器の普及
⼩児の弱視治療

ポケモンとコラボ

環境リスク対話
TeNORM, PM2.5, 福島

注目・興味・関心をもたらす情報可視化のデザイン



COVID-19即応型研究
「学修環境」における感染経路毎の防護策

表面汚染

⼿洗い 消毒 ⼿袋

仕切板 物理距離 マスク

換気 空気清浄

飛沫

飛沫核

ワクチン⼊口規制

二次感染

孫先⽣ 菅先⽣

横川先⽣ 内⽥先⽣ 石垣
写真︓電気通信⼤学
Inspired by the swiss cheese model,
Reason, 1990.



オリマスク
• 医療関係者に向けたオープンソースのマスク開発プロジェクト
• ⼊⼿性が非常に⾼いスパンボンド不織布を採⽤
• 製造も販売も自由、これまで10万枚が頒布
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不織布マスクだけが静電気を帯び、ズバ抜けて捕集効率が⾼い。

繊維

+

ブラウン拡散

慣性衝突
さえぎり

静電気⼒

- 気流に乗り濾過
されなかった粒⼦

+

- +

コロナ放電

PP不織布

石垣 2021 SE誌

写真︓産総研・菊永

なぜなら、コロナ放電でエレクトレットを作れるから。

Wang et al., 2018

石垣 2021 SE誌
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https://news.yahoo.co.jp/byline/haradatakayuki/20210202-00220443/

https://news.yahoo.co.jp/articles/a43f164f049f0d600d284a3ebcfbf8b8072d86e7

一般公衆との合意形成の難しさ
過剰反応（≒過信）



一般公衆との合意形成の難しさ
過少反応（≒不信）

https://news.yahoo.co.jp/articles/30ddcdcedc6471e30a81d8709ab2baaf27bd3028
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科学的に
正しい

科学的に
正しくない

受け入れる

受け入れない

BLACK ZONE WHITE ZONE

リスコミュ

GRAY ZONE

不信

過信

一般公衆が研究者に求める、
「リスクコミュニケーション」の⼒

石垣ほか, IPA-RISE研究 2015

リスコミュ

リスコミュ

リスコミュ



密を可視化 Pocket CO2 Sensor
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電⾞内

データ提供︓加藤 三三男氏 （石垣、雑誌[品質], 2021）
Photo: Wikipedia (CC3.0) w0746203-1
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ライブハウスの「換気格差」

飛沫核感染クラスターが
発生したとされるレストラ
ンのシミュレーション値

屋形船のシミュ
レーション値

写真撮影・提供︓ポケットCO2センサー利⽤者Yさん
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98%が「とても安心できる」「安心できる」と回答
(N=61)
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年代毎にみる巨大ショック
1940年代 第二次世界⼤戦(1939-)、原爆投下、終戦

1950年代 朝鮮戦争、ベトナム戦争、血のメーデー

1960年代 チリ⼤地震津波、キューバ危機

1970年代 ドルショック、オイルショック、
よど号ハイジャック事件、あさま山荘事件

1980年代 イラン・イラク戦争、チェルノブイリ原発事故、
ホテルニュージャパン火災

1990年代 ソ連崩壊、バブル崩壊、阪神淡路⼤地震、
地下鉄サリン事件、米同時多発テロ

2000年代 アフガン紛争、リーマンショック

2010年代 東⽇本⼤震災、福島第⼀原発事故

2020年代 新型コロナショック(2019-)

2030年代 ⾸都直下型地震、周辺事態、⼤恐慌、
富⼠山噴火、巨⼤隕石落下︖

出典︓電気通信⼤学 千野 俊猛 特任教授の発表資料（2021/3/3 第24回 電気通信⼤学アライアンスセンターICTワークショップにて）
Photo: Wikipedia (CC2.0)
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しなやかなリスク対応研究
• 問題意識への共感により分野の壁を超え、
• 創意工夫により超スピードで課題を打破しながら、
• 魅⼒的なデザインで社会に普及させる。

共感

即応

普及

創意
⼯夫


